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朝鮮語の変則用言
佐野三枝子
1 . はじめに
朝鮮語Iの授業では、前期に文字と発音を学び、指定詞、存在詞、動詞、形容詞の文末の丁寧表
現及びその尊敬形を学ぶ。後期になるとこれらを基にして八種類の変則活用を学んで、基礎になる
文法事項の学習を終える。毎年、数人ではあるが、学生が音の変化や変則になる理由などを疑問に
思って問い掛けてくる。その際には、簡単にではあるが、表記法、古語や消失文字、語の成り立ち
など、言語の歴史に関する事柄に触れて説明してきた。表記や音韻変化、文法、語彙の変遷過程な
どを踏まえたうえで解説することが、わずかであっても学生の理解を助け、言語自体に関心を持た
せることにもなると考えるからである。そして、そうすることが朝鮮語を正確に伝ることになると
考え、授業では一言でもそれらに言及するよう心掛けてきた。
変則活用を説明するには、形式だけではなく、綴字法や言語史を明らかにし、理解しておくこと
が大事である。そこで、本稿では、変則活用について成された研究の中から幾つか選び、どのよう
に解説しているか簡潔に整理し紹介したうえで、日変則活用で '1:l' が‘立、平の両方に変わる
理由と、も変則活用で第二音節が,_H, に変わる理由を考察し、その説明を試みる。
2. 変則用言の解説の検討
朝鮮語概説書と文法書、綴字法に関する書、高等学校古典参考書、国語辞典及び古語辞典を用い、
変則用言とそれに関わる文字の、音韻変化に関する解説、活用方法に関する解説の順に示す。用例
の表記方法や例示の仕方、用語や記号、番号などはそれぞれの方式に従う。
2. 1. 金亨奎 (1983)『増補国語学概論』
第二章音韻論第4節音の連結と変化
音の脱落 二形態が結合する時、基本形態の音素が脱落（省略）することがある。
(2)前の形態素の末母音が／立／で、次の形態素の初めの母音が／叶／である時は、前の／立／母音が脱
落する叫
／王ー ／（浮）＋／ー 叶吋／→／叫吋／‘
／ヨー／（大）＋／ー叶王／→/~ 王／‘
厚—/+/―叶叫／→/U:~ 叫／
Iヨ—/+/ー毀叶／→／烈叶／
(3)末音に／己/[ 1 Jを持つ形態素が別の形態素との結合で／己／音を脱落させることが多い。
／音叫／（泣）、 ／告ユ／～／辛ヱ／（晉立立）、 ／辛YI(音立叶）
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／昔叶／（遊）、／きユ/~/~叶／（吾セ叶）、 Ixスl/(昔スl)
第二章音韻論第5節音の同化作用
母音間にある子音の弱化脱落 母音間で音響度が小さい／ゴ、日、こ、人、も／音は弱化脱落す
る現象がある。これは前後にある音響度が大きい母音に影響を受け、音響度が大きい音に変わる現
象であるが、同化作用の一つに該当する。
l:変則用言 吾叶、吾ユ、吾スl: 晉立叶＞王辛日、吾o}>王叫
吾叶、吾ユ、廿ス1: 吾立y>ユ辛日、吾o}>ユ斗
即ち、形態素／吾／（助）は子音／寸、亡、ス／の前では原形をそのまま保っているが、母音からな
る助詞／ー叶、—立叶／との連結では／日／音が[ u、w]に変わっている。
こ変則用言 吾叶、 吾ユ、 吾ス1: 吾立y>晉立日、 吾叶＞晉叶
吾叶、 吾ユ、 吾ス1: 吾立y>晉立叶、 吾•叶＞晉叶
即ち、形態素／吾／（聰）は子音の前では原形をそのまま保存しているが、母音からなる助詞／ー o}、
立ーYIとの連結では、／こ／音が同じ位置で発音されるが音響度が広い／己／音に変わったのである。
入変則用言 嗅叶、 嗅ユ、 嗅スl: 嗅叶＞スl叶、 嗅立叶＞スl立日
決叶、 決ユ、 焚スl: 戌-o}>叶o}、 戌立叶＞叶立日
ここでも前例と同様のことが言えるが、母音間で／入I[ s ]音が脱落したのである。
も変則用言 卦繁叶、さl-勢ユ、さ1-<?J=スl: 卦勢立叶＞卦01=y、卦01=
刀｝喝叫、 7}喝ユ、 刀｝喝スl: 7}喝立叶>7}ロl-t1、 7}叫
ここでも前例と同様のことが言えるが、母音間で／舌／音が脱落したのである。実は／古／音はI½
立YI、/~立咆／のような言葉でも発音されないことが多い2)。ー中略ー音韻現象のみならず、音
の脱落現象により説明される。即ち、変則用言の大部分が音韻変化現象にその原因があるのである。
2.2. 李基文 (1998)『（新訂版）国語史概説」
第七章後期中世国語第五節音韻 1.子音体系
・o・ の消失はまず‘△ o' で起こった。ー中略—‘己 o' は‘晉咄（砂）、‘菩ow (歌）等の名
詞においては16世紀末まで変わることがなかったが、用言活用においては‘己己に変わった例が
見られる。即ち、 16世紀末の小学諺解に‘号畔（登）、‘号叫モ'(上）、‘せ唱弄9'(謂）、‘せ吾'
（異）等の例が現われることは注目に値する。これらは15世紀では‘号o}'、‘せ合等と見えてい
たものである。ー中略ー 後期中世語で子音が連接されるときの規則の中で重要なものを挙げると
次のとおりである。 (2)' △’、徳＇は‘寸亡ズ入’等と連接されると‘入'、‘日＇になった。‘会—’
（笑）、‘号—'(助）等に‘—立が連接されると‘妾ユ'、‘晉立になった。
第七章後期中世国語第五節音韻2.母音体系3)
後期中世国語に母音が連結されると次のようになる規則があった。｝ー l->卜、 1-1 > 1、
•一｝＞卜、—- 1 > 1 、・ー土＞土、一—•>•、 l -l > l等。たとえば、動詞語幹‘フl-_, (行）
に語尾,_o}' が付くと‘フ｝—’になり、喜—'(掘）、‘坐_, (用）に‘—立／辛—’、,_ o}/叶—’
が付くと笠—、叫、‘半—、吋’になった 4) 。ー以下省略ー
-18-
朝鮮語の変則用言
第七章後期中世国語第六節文法3.活用
中世語の活用語幹には自動的交替を見せるものと非自動的交替を見せるものがある。ー中略ー
中世語には末音‘ふ、 ‘習’ を持った多くの語幹が存在した。
例：せー（進）、現ー（継）、区ー（愛）、梵ー（注）、毯ー（奪）、会ー（笑）、歪ー（稽）、そ—（拾）、
忍ー（作）、骨ー（麗）、祠ー（炎）、樗ー（臥）、羽ー（暑）、勺ー（易）、叶甘ー（暗）、叶唱ー（難）、
園ー（迷）、得ー（寒）、通ー（並）、翁ー（白）、翁ー（薄）等。これらの末音は子音で始まる語尾の
前では自動的に‘入’と旧’に交替した。ー中略ー
用言語幹の非自動的交替には現代語でも見ることのできる‘吾ー／晉—, (聞）‘吾／晉—, (問）の
ようなものの他にも次のようなものがある。ー中略ー (2)'叶写—, (異）の活用形は‘叫弓叶昔、
叫写外、世叶、世告’等であった 5)。この語幹は‘叶弓—' と ‘せ0 _, に交替した。これと同一
の交替を見せるものとしては‘ユ写—, (均）、‘フl 旦—, (養）、‘叶写—, (謂）、‘早亘—, (園）、 'T;!
弓—, (裁）、‘立弓—, (上）等がある。 (3)'旦弓—, (不知）の活用形は‘旦写刀昔、旦弓ユ、晉叫、
号暑’等であった。このような交替を見せるものとしては 'T;!写—, (乾）、‘旦亘—, (退）、咆弓—’
（速）、‘早亘—, (呼）、‘立亘—'(流）があった。 (4)·~ 令—, (砕）の活用形は·~ 令可、日令叶、
悶 o}、翌を’等であった。即ち、·~ 令一＇ と ‘叉 0 _, の交替を見せた。このような交替を見せた
ものとしては‘ユ△—, (牽）、 'l:llA-'(扮）、‘午△—, (喧）等があった。ー中略ー これらの交
替は16世紀後半に(2)が(3)に合流して近代語に引き継がれ、 (4)はなくなってしまった。
2.3. 李崇寧 (1981)『改訂増補版中世国語文法』
第1篇音韻論第2章子音論
[15] ー前略— ‘習＇音の変化は次のような公式で説明されるであろう。
訃：習十卜 >W+卜＝斗 且：習＋―>W+-=辛計：習 +l>W+l~ 辛1 目：君十 ·>W+·~ 立 ｝ 園臀母音化
ここで旧＞習 >W' の公式が出てくる。
[17]活用では語幹末音の‘日’音が
炉＞晉叶
、l:l>習 >W' または脱落するため変格になるものがある。
唱ユ＞唱ユ｝語幹： tap-
叫叫日
:~! 叶;;:辛叶｝語幹： rap一
[39]'△’音は語幹末音では存在することができない。 妥叶（劃）、攻叫（茂盛）
このように‘入＇で現われるが、曲用や活用において母音語尾が来るとその音‘入＇が‘△’音
になる。 マ△l叫、ユ△1、フl△1
それで次のような活用で変格活用が生じるのである。
四（作）＞戎叫 スl幻＞スl幻
麟＞嗅ユ ｝語幹： cisー スl臼＞スl立叶｝語幹： ciz-
戎9>戎可 スl6i >スl叶
第1篇音韻論第4章音韻変化
[93]15世紀以前から夙に、有声子音と連結されたり、または、母音間に介在する子音の発音が弱化
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していったことが推測される。それは、まず、次のような全ての類型の語形で生じたのであると考
える。
- l::l —>―思―>-W- (A) -人->―思ー＞脱落 (B) (C)以下省略（該当せず）
[96]15世紀以前から15世紀にかけて異化作用 (dissimilation)が起こったことがある。それは
‘己ー 2.> 2. -0' のような語幹末音の‘己を脱落させる現象である。これは同音省略 (Haplology)
ということができる。ー中略ー 15世紀に動詞では次のような異化の例の新旧両形が現われる。
叶暑叶（至）～叶亘叶、 辛暑叶（鳴）～辛亘叶
そうして語幹の新旧両形が存在するようになり、曲用がまた変わる。ー中略ーこれは動詞でも新
語幹だけが残ったが、活用は新旧語幹を基準にすることで分けられる。ー中略ー
日暑叶：日暑ヱ、叶暑叶、日亘司
叶亘叶：日亘ヱ、叶亘叶、叶亘叫
この両形は15世紀の文献に現われているが、 'y亘叶’の叫亘叫’だけは旧語幹の活用を持っ
ており、異化作用で起こった新旧両形の曲用活用の不一致が現われるようになったものである。例
示してみると次のとおりである。
例：叶暑叶~y亘叶（至）
(a) 梵天叶l叶亘亘外（月印釈譜十七30) 第五十叶1-1琶咆（同46)
信解叫且叫日亘叫正（同31)
(b) 01 ス~l y 亘て号（杜詩諺解九 6) 梵世吋~y亘オl 芍刈ユ（釈譜詳節十九38)
十方法仏世界oJl叶日亘叶（同39)
辛暑叶（鳴）～辛亘叶の例は省略。
これが‘己—己＞己—’の異化作用で展開された第二次的事実である。
[107]音韻変化ではなく、それとは反する、心理的な統一で語形が変わることを‘類推作用’ と言
うが、これを考察することにする。音韻変化は生理的に発音努力を節約する現象である。
召叶＞社~(渡） 6)、 旦せ＞且せ
これは全て発音を容易にする現象であるが、このように音韻変化だけを自由に経るならば語形が
複雑になって‘記憶努ガが手に負えなくなる（記＝記憶努力、発＝発音努力）。
唱ユ、 唱ヱ、 唱ヱ｝
唱叫、 唱叶、 唱叶
語幹： tap-
唱を、 国せ、 r:7岳｝
唱叶、 国計、 司判
語幹： ta/3―> taW-
（発大）、（発中）、 （発小）………発音努力が小さくなって行く
（記小）、（記中）、 （記大）………記憶努力は大きくなって行く
則ち‘唱ユ、唱叫、唱名、唱叶＇では発音努力’は‘日’の度に臀を閉じるため間違いなくカ
を要する（発大）。その内 'c-1せ、日計になり、‘思’で唇は完全に閉じなくてもよいため‘発音
努ガがずっと減じられるが（発中）、語幹は団 ~c-1 別に分かれ、記憶努力がもっと大きくな
る（記中）。さらに‘司岳、国判’で唇を閉じなくてもよいため‘発音努力’はいっそう減じられ（発
小）、それと反対に語幹が‘唱’と可＋辛に分かれ、記憶努力は最も大きくなる（記大）。
則ち、語幹が‘唱～司＋辛に分かれることにより記憶の負担が大きくなったのである。いわ
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ゆる変格活用がどれだけ記憶が難しいかがわかるのである 7)0
2.4. 雀範動 (1990)『韓国語発達史』
第六章近代韓国語第4節文法6)変則活用
現用文法には全部で12種の変則活用があるが、ここでは動詞・形容詞をまとめて10種の変則に整
理することができる。現用語で辛、フ1叫を除いた語幹の一部が変形して残ったり、全て脱落したり
する場合のこ、己、口、日、人、舌、 Q/立があり、語尾部分だけに変形が生じる ~(ol=) 、叶叫、
司があり、語幹と語尾の両方共に変形が生じる写／亘変則活用ある。変則が生じる音韻環境は、大体、
現用語と同じであるが、幾つか部分的な差異があるのみである。
まず、入、日変則は‘△、別の中間過程を示している。しかし、妾（笑）、焚（洗）、吠（奪）、
受（拾）叫と昴（踏）、園（薄）叫は変則から現用語正則に復帰returnした。したがって少なくと
も中古語前期以前の時期に遡及すれば正則活用をしていたのであろう。
次に、亡変則動詞せ（燥）、翌（塩）、叶~(到）叶は世叶、習叶、叶叫亘ヰと共存している。
そして、いわゆる司変則はその基本形を竺亘（青）、午亘（黄）、日亘（到）叶としたとき変則であっ
て、これがそれぞれ王晋、午暑、叶晋叶であれば語尾～叶外が来るとき竺亘司外、午亘司叶、叶
亘叫外になり、単に連音であるのみであり、変則ではない。
2.5. 弁早せ (1993)~咽古典特講
第一章 語学的な文章1.訓民正音基本学習2.消失文字鳥廠
翌 有声音間に使われる。日不規則は用言に現われる。
変遷思＞立／辛又は o 吾＋叶→ユ叫＞ユ訃＞ユ斗
△ 有声音間に使われる。人不規則用言に現われる。
変遷入＞△ > 0 戌叶→叶叶 >ylrJ>O回
第一章語学的な文章1. 訓民正音御旨2
文法19 有声音化 ‘日、人＇が有声音（母音、し、己、口、 0、翌、△）間に挟まれ、有声
音‘習、△’ に変わる現象。
(1)日不規則、人不規則用言で 例：盃+O}>百訃、 固＋を＞唱せ、 没叶＞叶△1
第一章語学的な文章1.訓民正音声音法• 四声点
文法26 己脱落 (1)実質形態素の末音' '+ ーモ 人 I二 し、豆で‘＿己が脱落する現象。
例：せ妄屯スl>フl妥屯スl、 唱"Y>0l"叶
(2)'己脱落用言’は現代語とは異なり、‘—入l' の前で豆’がそのまま維持されている。
例：唱＋（立）入l+ y >吋亘入l甘
文法32 舌側音化 君／亘＇で終わる動詞や名詞に母音が連結されるとき , . Iー＇が脱落し
て舌側音で発音される。
己、 0形態⇒ 'o' は有声摩擦音
①叶写+o}→せo}(0)、叫叫 (X)
②立弓+01 +入卜→吾01外 (0)、立叫人F(X) 
③日亘＋叶→迫叶 (0)、日叫 (x)
己、己形態⇒ ‘己が生じる。
①生弓+o}→習叫 (0)、笞o}(X) 
②旦弓＋吾→晉吾 (0)、晉吾 (X)
③立亘＋叶→奢叫 (0)、奢叶 (X)
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④せl旦弓＋吾→園昔告 (0)、tjl普晋 (X) ④省略
⑤ー⑦省略
参考 舌側音化しない形態—乎弓叫、午亘叫［黄］、竺亘叶等。
2.6. 「吾令！世丑叶叶入｝そ（金星版国語大辞典）』 (1991)
附録動詞・形容詞語尾表及び助詞表の動詞語尾表と形容詞語尾表の (D表）の説明の項に、不
規則動詞及び不規則形容詞について整理している。ここでは動詞と形容詞が同一の活用をするもの
はまとめて示し、例は省略する。
こ不規則 語幹末の‘こ’が語尾の母音の前で‘己に変わる。動詞九語
司不規則 語幹‘叶’が常に‘—司’に変わる。動詞ー語、形容詞二語
亘不規則 語幹末の‘旦＇ と語尾,_o} (叶）＇が合わさり ‘己叫（司）＇に変わる。動詞八語、形
容詞多数
日不規則 語幹末の '1:3' が語尾の母音の前で‘立（辛）＇に変わる。動詞、形容詞多数
人不規則 語幹末の‘入’が語尾の母音の前でなくなる。動詞多数、形容詞ー語
吋不規則 語幹 ·or が常に‘—吋’に変わる。—卦叶動詞、—卦叶形容詞全部
辛不規則 語幹末の‘辛’が語尾‘叶＇の前でなくなる。動詞ー語
も不規則 語幹末のも’が語尾‘し、 2.、口、日’や母音の前でなくなる。形容詞多数
[ 2. 不規則］ 語幹末の豆’が‘し、音、立、日、入＇の前でなくなる。語幹末が豆’終声で
ある動詞と形容詞全部。
［立不規則］ 語幹末の‘ー＇が語尾,_ ot (叶）＇の前でなくなる。動詞九語、形容詞多数
[ L] 語尾—し叶→叶に変わり、—し（を）が付かない。動詞ー語
語尾ーを→告、—立立→—立、—立01→tjlに変わる。形容詞二語
略語 吋 '7 +吋 =H' に縮約する。—卦叶動詞とーも｝叶形容詞全部。
徐廷沫 (1996) 『国語文法』と「辛叫君吾外~(韓国語大辞典）』の解説方法及び内容も「吾入j
世丑叶叫入｝そ』と大きな違いがないので、ここで一括して検討することにする。解説内容全体の
提示は省略する。
『吾入d唱云cl~外翌」での不規則活用の各解説には活用形も載せているが、内容は附録とほとん
ど同じである。異なる点は、川音不規則活用とさ1号不規則活用の解説である。川音不規則活用の解
説は、附録では‘辛＇を括弧の中に入れているのに対し、‘叶’や‘叶’で始まる語尾及び媒介母
音を要求する語尾の前で‘辛’に変わると、‘立’の場合と同様に説明している。『辛叫唱吾外札』
も同じである。ところで、徐廷沫 (1996)は見解を異にする。母音（調声母音を含む）で始まる文
法形態と結合するときにその末音“日”が“辛”に変わるものを指すとし、その後に次のように解
説を施している。従来の文法書では“日”が“辛”や‘‘立”に変わるとした。用言末の母音が陽性
母音“卜”や‘‘ギ’である場合には、母音調和規則に従って“立”を選択し、全て“フ｝叫斗、 ot吾
叶斗、刀｝叶豆斗”等になるのを原則とした。しかし、現行のハングル綴字法8)では“吾叶”と“吾
叶＂だけが“立”を選択すると限定した。したがって、この二語を例外とすると“日”が“辛”に
変わると一般化することができる。
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李崇寧•安乗輯 (1994) I . ハングル綴字法第 4 章第 2 節語幹と語尾第18項 6 の但し書きに、‘吾—、
吾—’のような単音節語幹に,_erが結合して‘斗＇ と発音するものは‘—斗’ と書くとある。
そして、その解説では、語幹が二音節以上である場合には母音調和にかかわらず、常に‘辛’に変
わる。＜統一案:),9)では‘フ}7}斗、キユ豆毀叶＇と書くよう規定していたが、くハングル綴字法＞
では実際に発音されている ‘フ}7}判、キヱ豆烈叫＇を採択し、終声‘日＇が‘立’に変わる場合は
単音節語幹の後に限って認定することにしたと述べている。
司令不規則活用の解説は、附録の、語幹末‘もが…の前でなくなるに対し、‘舌’が…の上で
頃叫f活用される形式であり、‘就叶スl叶’ではなく‘歪叶’を用いて述べている。『辛叫世吾入艮l」
も同じで、…の前で頃叫叶l語幹末を変えるものと解説している。さらに、‘己不規則活用の解
説も語幹末‘—己が…の前で頃叶スl~f 形式としている。また、徐廷沫 (1996) の‘亘’変則用
言の解説は、…と結合するときにその“亘”の“立”が｛歪円入廿‘豆”が付け加えられるである。‘ハ
ングル綴字法’第 4 章第二節第18項 1~4 、不規則‘己、‘入＇、も’と',、一’の見出しも‘語
幹末の～が頃叶到とき＇とし、解説でも‘歪叶ス l叶＇を用いて説明している 10)。‘吾叶’は‘弱
まる、衰える、縮まる、縮約される、減少する＇など、どのように解釈するとよいか、‘なくなる！叙
叶召｝’ という言葉を用いる説明との違いは何か、変則用言が生じる過程を今後いっそう検討して
いくことで考えていかなければならない11)。ところで、語幹末‘がに語尾 'c}/叶、毀／毀’が続
くときの活用、たとえば、‘世恐叶／ユ落叫：世1R1ユ琲、世戎叶／ユ烈ヰに触れているものはなかっ
た。
3. 日変則活用とも変則活用の問題の検討
前章の解説に基づき、各変則用言が生じた原因を簡潔にまとめ、日変則活用とも変則活用の問題
を検討する。
3.1. 変則用言の解説のまとめ
‘亡、日、人、ぎの各変則活用は母音の影響を受け、音響度が大きい音に変わる現象による。
亡変則活用は‘己に変わり、日変則活用は旧＞居 >W又は脱落’、人変則活用は‘—入—>­
△ ->脱落’の変化を経る。も変則活用は‘ぎが弱化脱落し、己変則活用は別の形態素との結合
により‘己が脱落する。亘変則活用は‘己 o' での 'o' の消失により、‘己己になり、立変
則活用は母音連結規則により起こり、‘叶’になる。司変則活用は異化作用によるものである。
ここで日変則活用の変化の過程を改めて説明する。語幹末‘日’に 'o}、叶’が結合すると母音
調和規則に従い‘斗、判と活用していたが、それが二音節以上の語幹の場合には陽母音でも‘判’
に活用するようになった。そして、実際の発音どおりに書くという現行の綴字法に従い、‘晋叶、
吾叶’を除き‘手で書くことになった。
例吾叶：晋+ot→ユ叫＞ユ訃＞ユ斗
晉叶：甘＋叶→子国＞子計＞子辛l
フト社叫：フ｝唱＋叶→フ}7}叫＞フ}7}訃＞フ}7柊斗＞フ}7}辛1
も変則活用は‘ゴ、亡、日、ス’以外の子音の後で令＇が弱化し脱落するものであるが、母音
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が続くと陰陽母音全て‘—廿、＿以叫’に変わる理由を考察するため、古語に遡り語源を明らかに
することにする。そこで、色彩形容詞五語と指示詞四語の古語とその用例を「李朝語辞典」と『辛
叫世 吾人｝せ』と『吾入~:st}- 丑叶叫外せ』で調べ、次に示す。辞典名は（李）、（辛）、（吾）と略号
で記す。まず、（号）の活用形と二次語源を紹介する。〈〉は活用形、［］は二次語源を示し、語
幹の前に／を付す。
ォ屯叶〈フ1叶日、刀叶立、フ1叶l〉[/召＝＋ー 叶＋も｝叫］
Tfj叶〈午叫叶、午司立、午叫l〉[/午塔＝（＜／午亘＝＋ー 叶＋／卦＝）＋ー 叫］
世存叶〈湛フ｝叶、世フ｝立、世7附〉［／計＝＋ー 喝ー (-。}+/卦＝）＋ー 叫］
碕兎ヰ12)〈司叫叫、司叫立、司叫l〉［司落＝（＜司叫＋／卦＝）＋ー叶］
卦痔ヰ〈卦0因、卦01=立、も｝哺〉［卦01=(/司＝（卦叶）＋— o}) +卦叫］
01 fj叶〈01叫日、 01叫立、°膚〉 ・01叫卦叫’の縮約語13)
ュ兎叫〈ユ叫日、ユ司立、ユ琲〉‘ユ司卦叫’の縮約語
ス~fj叶〈スi 司叶、ス1 司立、ス1 琲〉 ‘ス1叶卦叫’の縮約語
叶瑶叶〈叶叫叶、叶叫立、叶吼〉［叶喝＝（＜／叶国＋／卦＝）＋ー叶］ ‘叶国卦叶’の縮約語
も変則活用の古語の例
（李）を基準にして示すため、他の辞典に同じ例がない場合には辞典名を省略する。縮約形の標
題語14)に付けた例には辞典名に‘縮’ と付す。巻数や張数が異なるものは Iの後に書き、表記の
違いは［］に書く。声調符号は省略し、出典名は二回目以後一部を略して書く。
才叶すヰ叶叫刈［升lJ さユ〔救急簡易方ー95〕（李）（辛：縮）刀叶 ~01= 叶叫吾吝刈〔南明集諺
解下70〕終南山01フ1叫で王叶〔杜詩諺解重十三12〕ミ者叶王旦斗外刀叶立習合王〔同初二十27〕
i全て（辛）もあり。f I 7'"-司すヰ団日国マ写を楼思入彗司ヒマ弓叫雲霧1:,=-司呑王叫〔杜詩
初十45〕汝午叫て叶〔漢清文鑑156bI (辛）六9〕午せ宮叫〔救簡ー25〕午司吐1TI四方叶lマ写
芍ユ〔内訓初刊二上49〕｛全て（辛）もあり。f I 茎フF紅斗 芽叫思フドむ和l〔月印釈譜二58〕l 
善苓叶立王昔フ1芍日器司ド斗対ユ叶ミ豆叶入l計〔救簡六8〕（辛）社主早モ社設社昔フ1升l子
判外芍豆叶斗匿〔同三79〕（辛） I Jl1 司す叶吾蒼然司司叶~~叫〔金剛経三家解二29〕芍叫
楚入叫司司司立習旦叫豆叫〔杜詩初八20〕（李）（辛）フl司フl司司卦岩琲唱立〔金剛五8〕最ヌ
否妥叶叫司立旦硬秤草 l司司さ王叶〔杜詩初八31〕（辛）入和l司叫で王叶〔杜詩初21:40〕（吾）
叫叫すヰ巌マ ~l 叫疫ヒ祓辛叫叫叫芍王叶〔同初 6 : 52〕（音） I 卦01=7紅斗卦01=?.Jlo}y吝叫
豆叶〔杜詩初二十五50〕（李）（辛：縮）物01 卦01=~01= 〔同八53〕（李）（辛）スiフl卦01=立哺〔金
剛三11〕（李）（辛）東国午昔オl 干早口l 叶叶西人国午昔フl 卦01=~ユ〔南明下19〕（辛）外立ヒ
叫吼叫卦01=~正叶〔杜詩初16:73〕（吾）
01司すヰ設社せ立巳 01司71y斗字細司せ飴せ咄〔蒙山和尚法語略録諺解66〕一切…海雲音叫
叶 01 叫写入l 虚空叶l マ写 ~01= 〔月印十51〕功徳王 01叫てモす昌叶…世叫15修行立口lAJ: 国〔同
十七54〕（李）（辛）霊知王生 01叶ざ日〔牧牛子修心訣13〕咲哺 01せ司叫芝唱芍フ7};:〔月印一
44〕叶咀 ~l 声聞縁覚01 号景ユ可叫〔同一37〕叶叫司国司対 01 司司国司対期約01 茨フ} o}企甘卦
をq計茨期約01叶フ｝〔楽章歌詞重刊上8〕（辛：縮）王業嘆賎難0101叫す刈叶〔龍飛御天歌25章〕（辛）
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（吾） I ユ司 ~q- 理ユ叫すユ〔月印十七59〕設せユ叫升昔〔榜厳経九76〕（李）（辛：縮）戌外弓
ロl9i吝習呈立口lO l 司 ~01= ユ叫哭叶〔太平広記諺解ー24〕（李）（辛：縮）ユ司フ｝〔同文類解下
47〕吋せ翌ネ豆ユ叫江〔金剛五17〕物物01叶ユ叫叶〔榜三105〕庶幾ヒユ叫で嗅ユ目叫土叫で
セ匹叫叫〔月印、釈譜序6〕（辛）真実豆ユ叫国l.i0}Y E.7国〔月印九36中〕（李）（辛：縮）国含01
ユ叫 ~1-c}01叶〔太平1:7〕（吾） I D1 司すヰ至孝 l 国司 ~{I~ 〔龍飛92〕帝業憂勤01 国叫す入l
日〔同5〕（李）（吾） I 咬国す叶 t.il 匹 t~l 咬 r:.7.k 〔釈譜十九4〕罪斗福琲日1号霊を吾叶lオl吼
r:.7 豆〔南明上63〕甘甘を口令号甜斗王~<3!司 ~.k 〔朴通事諺解初刊上 l〕蓋世気象01<3! 司す刈日
〔龍飛65〕（吾）戌』且口l 咬 r:.i 吝ユ〔朴通初上50〕（李）（辛）法01 吼せユ ~01= 〔内初ー 80〕咬国牲
q 司す豆旨且哺ス~l <tl立叶戌物叶l 対l 旦弓 ~.k 〔月印13:32〕（李）（辛：縮）吋嗅卦猜閣画像晉
午ヱせ対す叫立〔青丘永言P.4〕
用例数や種類が少なく、資料も15、16世紀の物が多いが、激音化以外に古表記がない例は‘午せ、
ユ叫叶’などである。さて、 ‘—古叶＇は縮約形で、 ‘—芍叶＇が基本形である。基本形 'ol 叫す叶’
で代表させると、 01 叫~+ o}/毀→01叫芍＋吋／啜→0拝料呵／毀→0悼環／烈15)であると考えるが、
李崇寧•安乗蒻 (1994) I . 第4章第5節第40項縮約語付 lの解説を見ると、 'ol落叶＇に,_ o}/叶、
ー毀／毀＇が結合する場合 16)、'*01落叶、.01憩毀叶＇と書かずに 'ol司す叶’に,_o}/叶、—毀／毀’
が結合した 'ol叫甜、 01叫烈叶’ を縮まった形で ・01琲、 01烈叫’ と書かなければならないと説明
している。上記（吾）の活用形‘才叶l、午叫rなど17)は、皆、母音調和規則に従ったものである。
それを全て 'ol叫甜→ 01 叫のように‘—廿＇ と表記するに到った理由を明らかにすることが今後
の課題である。現代語‘—古叶’の形に到る変遷とその時期、表記や音韻変化18) の問題等々、様々
な要素を検討していくことが解決の手掛かりにつながると考える。
l:変則活用についても、二音節以上の語幹が陽母音である単語を‘立／辛’ どちらで表記してい
るか確認するため、も変則活用と同じで方法で調べて示す。
吾叶ユ恩告せYx叫〔繹譜六13〕ユを匹晉叫01=〔法華経諺解二111〕対卦呑gュ斗〔杜詩初
二十二43〕ユ辛せ土斗吾唱舛〔楽軌動動〕 I 吾井相8 王苫 ~111 〔繹譜九34〕（李）（辛）入1亘
正g後叫△｝〔南明上65〕経倫音王立日〔杜詩初二十二43〕叶叫戎子晉吾土叶〔繹譜十一9〕I 
音叶輔セ王苦外叶〔繹譜ー32〕（吾） I 文甘叶ヌフ｝名妥〔漢清264a〕近処ヌフ｝名妥…路覚遠
ヌフ｝立国フ｝フl咀召〔同264bI九24〕（李）（辛） I ~ 甘ヰせ甘王せフ枠哨叫〔青丘P.95〕l 咲
甘叶咬フ｝立斗叫〔小学諺解五61)I 入｝立甘叶外立叶を〔内訓初刊ー36〕吾~~01=~1 フl 外立叶
斗〔救簡ー49〕叶叫立外立叶斗〔法華ー49〕（辛）（吾） I 入｝立甘ヰ旦口l叶訃〔繹譜九7〕（吾）
人｝立叶忍せスl仝咆〔月印ー37〕（辛） I 0}吾甘叶美i:o}吾叶苫 ~111 〔繹譜十三9〕叶習叫号せ
〔類合下5〕（李）（吾） I 0}吾甘井美ヒ叶吾叫笞 ~1 斗〔月印八 9 〕（吾）叫ヰ晋ヰ叫叶邑咽令
思世叫叫〔増補三略直解上あ〕 I フ料l廿叶唱刈音フ料10料を仝叫モ斗モ叶叫〔訓民正音諺解〕
一時叶l フ料10悴斗 ~1:.-y 〔圃覚経諺解上一之ー115〕フ料l 叶立せ羽族01~叫ヒ叫叫〔榜八74〕ミ計
立日 0日 ~i:: 弓叶フli: フ｝削01=.2月フ料l訃王叶〔杜詩初十四8〕（辛） I フl-国廿叶フ｝叫 01=~き三
詈01〔小学六58〕66豆フ}!l0怜l吾01〔同1叫〕 I フ料l廿叶司司斗付フ且l吋告卦王 01刈叶〔五
倫行実図二的〕 I フl-~廿叶召ユフ料l吋辛叶叫〔恩重経諺解2〕
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15、16世紀資料には母音調和規則に従った立、を、斗’が多く、 18世紀後半の資料である『漢
清文鑑』にもを’が見られる19)。‘立＇が‘辛’に変わった時期も明らかにし、変遷過程と共に、
文字と、発音器官や容易な発音に変わることなどの説明にーニの実際例を加え、簡潔に解説するエ
夫をしていきたい。
4. 終わりに
変則活用の二つの問題を検討してきた。現代語を説明するに際しては、言語史の基本事項を理解
していること、『訓民正音』を読み直し、現行の綴字法を確認することが大事であると改めて感じた。
授業で古語を耳にする機会をと思い、視聴覚教材資料室の歴史物語のビデオ教材を利用したことが
ある。王室の人々が話すときの文末表現は現代語の文語体に当たり、その形が変わって行き、現代
の丁寧表現になったと一言述べたが、言語の変遷を少しずつでも知る場と教材がふえたらと思う。
言語の歴史を学んで行く中で今回の課題を解き、それらを授業に活かして行きたい。
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1)李崇寧 (1981: 53) [70]参照。
2) 李崇寧•安乗藉 (1994:81) 'ハングル綴字法’第4章第2節第18項3の解釈で、単音節である‘争叶＇は‘が
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3)李基文 (1978:140) に記述されているが、李基文 (1998) では削除された。
4)李崇寧 (1981: 46-47) [58]に詳細な記述がある。
5)安乗膳 (1978: 32-33)参照。
6)李基文 (1998:149)参照。
7) この後、記憶努力を軽減するため、語幹 (r:,手～司辛1:1) を作り、‘類推作用＇ を説明している。 [93](A)の
変化と共に、文字と発音の変化を理解させるうえでも参考になる記述である。
8)文教部で審議、制定され、 1989年3月から施行された。
9) 1933年10月に朝鮮語学会で制定された《牲吾嗅音唱（ハングル綴字法）統一案》のこと。
10) 豆＇世咎 o] …世告国スl~ユ歪叶スl オl~叶．‘入'o] 歪叶スl スl 緑モ号~o] 烈叫．守’フ｝吾叶スl;,;]甜告
叫．も＇仝叫フ｝歪叶対など。
l)金素雲 (1976) は『精解韓日辞典』であるが、その附録で‘ハングル綴字法統一案’に依るとして‘韓国語
綴字法＇を日本語に鰈訳している。その第 4節変則用言を見ると ‘縮まる＇ と表現している。
12) 叫苺叶＇には[ GO司翠叶］という二次語源の解説がある。 'co' は子母音交替の原語の前に付ける記号であ
るので‘司兎叶’のみ示した。他の例も同様である。
13)標題語 'o回卦叫’では、縮約語は 'o]港ヰであると説明している。他の語も同様である。
14) (李）では月喝井、午兎叶’は標題語として載せていないが、‘フ｝瑶叶、土落叶’はある。また、 'o]叫芍ヰ
以外は、縮約形ではない‘ユ叫卦叶、ス1叫卦井、叶国卦叶＇を現代語として載せている。（辛）には基本形の標
題語だけに例を載せているものがある。
15) 李崇寧• 安乗蒻 (1994) I. 第4章第5節第34項付2、第40項縮約語付7参照。
16) この場合の活用の様相が特異であると述べている。また、李崇寧• 安乗藷 (1994) I . 第4章第2節第18項5
で‘卦叶＇の活用において語尾•_ o}' が‘＿吋＇に変わることを、他の用言には見られない特例であると述べ
ている。
17)上記（吾）の二次語源分析では省略したが、陽母音‘フ｝瑶叶、土落叶、叫落叫＇の活用は‘フ｝哺、土琲、叫琲＇
で、陰母音咀召叶、司得叶＇は哨オ l、司哺’である。
18)李崇寧 (1981)[76] [77]'母音の衝突 (Hiatus)' を回避する方法として、二母音間に他の子音を挟む、特に
y [j]の挿入がよく行われると説明している。
[76] (3)~(為） +o卜→す十 y+ o}→ ~01= 吋到（別）＋叶→吋司 +y+叶→吋到吋
[77] (3)~l (計）＋叶→~l + y +叶→~l 吋 百司（分別） + o}→召司+y + o}→召吋01=
また、 [79]では、 15世紀に 'o}o]:> o胆or のような現象が起こっており、これは a-ai>ai-iaのように発達する
もので、琲哺＞卦oJlとは反対の現象である、 [80]では 'o}卦>oij甜＇のように ahia>aihiaのような現象が表わ
れると説明している。
19) '甘叶＇は単音節であるが、用例を見ると ‘立’ と活用し、例文中の‘叶唱叫＇は‘辛’ と活用している。甘
叫：早固せ包そ立口l叉井立q〔法華ー 223〕叶吋辛国井立国〔圃覚序69〕井吾 o]〔類上4〕
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